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１１月定例会
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■条例（１１件可決）
◯佐賀県手数料条例の一部を改正する条例案
　【内容】�いわゆる盛土規制法に基づく規制区域指定に伴

い、当該区域の一定規模以上の盛土許可申請等
に係る手数料を新たに規定するもの。

� 他１０件
■意見書（３件可決）
◯�医療・介護等の提供に係る物価・賃金の急激な上
昇等に対応するための診療・介護報酬改定と財源
確保を求める意見書
◯脳脊髄液漏出症患者の救済を求める意見書
◯�太陽光発電設備のリサイクル等の推進及び適正な
廃棄処理に関する意見書

■請願（１件採択）
◯�私学助成の大幅増額・教育費の保護者負担の軽減・
教育条件の改善をもとめる請願書

令和７年１１月定例会
議案採決結果一覧表（PDF）

その他の議案等はこちら➡

令和７年１１月定例会で条例などが次のとおり可決されました

　令和７年１１月定例県議会では、令和７年度一般会計補正予算案など４２件の議案等が審議され、予算議案及び条例議案
等３３件、意見書案３件が可決、人事議案２件が同意、県民の方から提出された請願１件が採択されたほか、９月定例会
において継続審査となり、閉会中に開催された決算特別委員会において審査された「令和６年度佐賀県歳入歳出決算の
認定について」など２件の決算議案が認定されました。
〇令和７年度補正予算関係
　◦令和７年度佐賀県一般会計補正予算（増額後総額約５，５５３億２，２００万円、対前年同期比０．７％減）
　◦産業用地造成事業特別会計補正予算、育英資金特別会計補正予算　など計５件

令和７年 １１月定例会 概要 （会期 １１月２６日～１２月１６日）

佐賀大学の学生との意見交換会（詳しくは８ページ）
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■
質
問
議
員
※
質
問
順

本会議質問　各議員が行った質問の
中から一部を紹介いたします。

１２
月
２
日
（
火
）

●
藤
木 
卓
一
郎
（
ふ
じ
き 

た
く
い
ち
ろ
う
）

●
土
井 

敏
行
（
ど
い 

と
し
ゆ
き
）

●
野
田 

勝
人
（
の
だ 
ま
さ
と
）

●
中
本 

正
一
（
な
か
も
と 
し
ょ
う
い
ち
）

●
桃
崎 

祐
介
（
も
も
ざ
き 

ゆ
う
す
け
）

１２
月
３
日
（
水
）

●
原
田 

寿
雄
（
は
ら
だ 

ひ
さ
お
）

●
古
川 

裕
紀
（
ふ
る
か
わ 

ひ
ろ
の
り
）

●
定
松 

一
生
（
さ
だ
ま
つ 

か
ず
お
）

●
青
木 

一
功
（
あ
お
き 

か
ず
の
り
）

●
藤
崎 

輝
樹
（
ふ
じ
さ
き 

て
る
き
）

１２
月
４
日
（
木
）

●
武
藤 

明
美
（
む
と
う 

あ
け
み
）

●
下
田 

寛
（
し
も
だ 

ひ
ろ
し
）

●
坂
口 

祐
樹
（
さ
か
ぐ
ち 

ゆ
う
き
）

●
弘
川 

貴
紀
（
ひ
ろ
か
わ 

た
か
の
り
）

●
留
守 

茂
幸
（
る
す 

し
げ
ゆ
き
）

一
般
質
問

各
議
員
の
質
問
一
覧
は

「
佐
賀
県
議
会
映
像
配
信
」で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

野
田 

勝
人 

議
員

県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

多
久
市
選
出

質
問
の
様
子

　
老
人
ク
ラ
ブ
や
連
合
会
が
減
少

し
て
い
く
現
状
に
対
し
、
広
報
活

動
や
リ
ー
ダ
ー
育
成
な
ど
、
新
た
な
試

み
を
行
う
た
め
の
財
源
が
不
足
し
て
い

る
と
い
う
声
が
あ
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
は

重
要
な
社
会
資
源
と
認
識
し
、
所
要
の

財
源
措
置
を
行
い
、
活
動
促
進
に
配
慮

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
県
の

補
助
金
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
連
合
会
、
市

町
の
実
情
等
を
調
べ
、
生
か
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

　
補
助
金
は
、
各
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

市
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
申
請

を
さ
れ
、
取
り
ま
と
め
後
、
補
助
事
業
の
実

施
主
体
で
あ
る
市
町
に
申
請
が
さ
れ
、
市
町

か
ら
交
付
さ
れ
る
。

　
県
は
、
国
と
合
わ
せ
対
象
経
費
の
２
／
３

以
内
の
金
額
を
予
算
の
範
囲
内
で
、
市
町
に

補
助
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
令
和
６

年
度
の
実
績
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
数
が
７
６
７

ク
ラ
ブ
、
市
町
の
連
合
会
が
１９
団
体
あ
り
、

国
か
ら
市
町
に
約
２
１
０
０
万
円
補
助
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
が
ど
う

い
う
状
況
の
中
で
申
請
を
し
て
く
る
の
か
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
実
情
を
調
べ
て
、
ど
う
い
う

形
が
い
い
の
か
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
き�

た
い
。

問答 老
人
ク
ラ
ブ
に
対
す
る

補
助
金
に
つ
い
て

他の質問項目▶ 中国残留邦人等への援護／自発の地域づくりに向けた「人づくり」／有害鳥獣被害対策

藤
木 

卓
一
郎 

議
員

自
由
民
主
党

小
城
市
選
出

質
問
の
様
子

　
石
破
前
総
理
が
「
佐
賀
県
の
納

得
を
得
る
こ
と
は
国
の
責
任
」
と

発
言
を
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
国
土
交

通
省
の
水
嶋
事
務
次
官
と
知
事
と
の
会

談
が
３
回
も
実
施
さ
れ
、
国
か
ら
県
の

負
担
軽
減
策
や
県
全
体
の
未
来
に
つ
い

て
提
言
が
あ
っ
て
い
る
と
思
う
。

　
そ
う
い
う
中
で
新
鳥
栖

−
武
雄
温
泉

間
の
ル
ー
ト
選
定
に
つ
い
て
は
、
県
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
生
か
し
、

大
き
な
価
値
を
生
み
出
す
佐
賀
駅
を
通

る
ル
ー
ト
以
外
に
は
な
い
と
考
え
る
。

　
ま
た
県
は
事
態
を
打
開
す
る
立
場
に

な
い
と
い
う
認
識
を
改
め
、
国
と
一
体

と
な
り
県
民
の
た
め
に
議
論
を
前
に
進

め
る
責
任
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

フ
ル
規
格
は
全
く
新
し
い
話
で

ル
ー
ト
も
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。

ル
ー
ト
一
つ
取
っ
て
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
。

　
整
備
新
幹
線
は
一
面
的
で
は
な
く
、
ル
ー

ト
、
在
来
線
、
財
政
負
担
、
地
域
振
興
な
ど

様
々
な
課
題
を
多
面
的
に
考
え
る
こ
と
が
重

要
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
楽
観
的
に
将
来

を
見
通
し
て
前
に
進
む
こ
と
は
県
民
の
た
め

に
な
ら
な
い
。
議
員
の
意
見
は
フ
ル
規
格
あ

り
き
の
国
側
の
意
見
の
よ
う
で
、
視
座
が
違

う
と
感
じ
る
。

　
水
嶋
次
官
と
も
新
幹
線
ス
キ
ー
ム
の
課
題

な
ど
様
々
な
意
見
交
換
は
で
き
て
い
る
。

問答 九
州
新
幹
線

西
九
州
ル
ー
ト
に
つ
い
て

土
井 

敏
行 

議
員

自
由
民
主
党
ネ
ク
ス
ト
さ
が

鹿
島
市
・
太
良
町
選
出

質
問
の
様
子

　
先
日
、
基
本
設
計
の
概
要
版
が

発
表
さ
れ
具
体
的
な
絵
を
目
に
し

て
期
待
感
が
よ
り
膨
ら
む
よ
う
に
な
っ

た
。
今
後
は
、
県
立
大
学
の
意
義
や
佐

賀
県
の
置
か
れ
て
い
る
高
等
教
育
の
現

状
が
全
国
的
な
ト
レ
ン
ド
と
は
異
な
る

こ
と
を
、
よ
り
関
係
が
深
い
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
向
け
て
効
果
的
に
届
け
る
工
夫
も

必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。
ま
た
、
学
び
の
内

容
や
教
員
の
公
募
な
ど
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
県
立
大
学
は
そ
こ
に
通
う
学
生
の

た
め
だ
け
で
な
く
全
世
代
型
の
大
学

を
目
指
し
て
お
り
幅
広
い
層
が
タ
ー
ゲ
ッ

ト
。
教
育
や
企
業
な
ど
の
現
場
や
保
護
者
な

ど
関
わ
り
方
や
関
心
事
も
異
な
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
説
明
や
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
く
。

　

開
学
に
向
け
て
は
、
ど
の
よ
う
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
で
ど
の
よ
う
な
人
材
を
育
て
る
の

か
、
高
校
や
企
業
、
地
域
と
ど
の
よ
う
に
連

携
し
て
い
く
の
か
と
い
う
ソ
フ
ト
面
が
重
要

で
あ
り
、
教
育
内
容
や
学
び
の
手
法
の
詳
細

を
検
討
中
。
教
員
公
募
に
あ
っ
て
は
、
身
分

や
給
与
等
条
件
の
議
論
中
で
あ
り
令
和
８
年

４
月
を
目
途
に
順
次
公
募
を
行
っ
て
い
き�

た
い
。

問答 県
立
大
学
に
つ
い
て

他の質問項目▶ 九州新幹線西九州ルート／地域における文化の継承／水源地保全条例

他の質問項目▶ 唐津市沖洋上風力発電事業／肥前精神医療センターへの支援／県が管理する道路、河川の除草

各
議
員
の「
質
問
の
様
子
」二
次
元
コ
ー
ド
が

読
み
取
れ
な
い
と
き
は
、カ
メ
ラ
の
ズ
ー
ム

機
能
を
利
用
し
て
お
試
し
く
だ
さ
い
。

！
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古
川 

裕
紀 

議
員

自
由
民
主
党

神
埼
市・吉
野
ヶ
里
町
選
出

質
問
の
様
子

原
田 

寿
雄 

議
員

自
由
民
主
党
ネ
ク
ス
ト
さ
が

西
松
浦
郡
選
出

質
問
の
様
子

桃
崎 

祐
介 

議
員

自
由
民
主
党

唐
津
市
・
玄
海
町
選
出

質
問
の
様
子

中
本 

正
一 

議
員

公
明
党

佐
賀
市
選
出

質
問
の
様
子

　
国
に
お
い
て
１１
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
令
和
七
年
度
補
正
予
算
案

の
経
済
対
策
の
柱
の
一
つ
に
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
生
活
者
や
事
業
者
支
援

が
行
え
る
よ
う
、「
重
点
支
援
地
方
交

付
金
」
が
過
去
最
高
の
２
兆
円
確
保
さ

れ
て
い
る
。
水
道
料
金
の
減
免
や
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
賃
上
げ
環
境

整
備
な
ど
、
現
場
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新

た
な
事
業
が
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
に
追
加
さ

れ
て
お
り
、
交
付
金
を
活
用
し
た
迅
速

な
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、
県
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
こ
れ
ま
で
も
県
は
、
物
価
高
騰
の

影
響
を
踏
ま
え
、
即
効
性
の
あ
る
応

急
的
な
対
策
だ
け
で
な
く
、
将
来
を
見
据
え

た
構
造
改
革
や
賃
上
げ
、
人
材
確
保
の
好
循

環
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
対
策
を
組

み
合
わ
せ
て
実
施
し
て
き
た
。

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
や
特
別
高
圧
電
力
の
負
担
軽
減

な
ど
、
交
付
金
の
整
理
が
つ
い
た
も
の
か
ら

速
や
か
に
、
本
１１
月
定
例
会
で
追
加
の
補
正

予
算
の
提
案
を
検
討
し
て
い
る
。
２
月
補
正

予
算
や
来
年
度
当
初
予
算
の
編
成
も
、
対
策

が
必
要
な
分
野
が
他
に
も
な
い
か
と
い
う
観

点
で
確
認
し
て
い
く
。
引
き
続
き
、
現
場
の

状
況
を
把
握
し
、国
の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
、

早
期
の
予
算
化
と
執
行
に
努
め
る
。

問答 国
の
総
合
経
済
対
策
を
受
け
て
の

県
の
取
組
み
に
つ
い
て

他の質問項目▶ ガソリン税及び軽油引取税の暫定税率廃止／ＨＰＶワクチン／離婚に伴う養育支援／県議会決議への受け止めと対応

　
国
は
唐
津
港
の
港
湾
整
備
と
機

能
強
化
を
強
く
打
ち
出
し
て
お

り
、
後
追
い
の
整
備
で
は
な
く
、
先
手

の
整
備
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
と
の
姿
勢

を
強
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
唐
津
市
に
お
い
て
も
、
令
和

７
年
途
中
ま
で
県
の
港
湾
課
長
で
あ
っ

た
中
西
副
市
長
が
、
港
湾
計
画
の
早
期

改
定
を
県
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
と

述
べ
ら
れ
た
。

　
一
方
で
、
唐
津
港
の
港
湾
計
画
は
改

定
か
ら
既
に
２０
年
が
経
過
し
て
お
り
、

現
在
の
社
会
情
勢
に
十
分
対
応
で
き
て

い
る
の
か
、
将
来
を
見
据
え
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
の
か
、
改
め
て
検
証
す
べ

き
時
期
が
来
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　
唐
津
港
の
港
湾
計
画
の
見
直
し
及
び

物
流
機
能
を
初
め
と
す
る
港
湾
機
能
の

強
化
に
つ
い
て
、
県
の
考
え
と
今
後
の

取
組
み
を
地
域
交
流
部
長
に
問
う
。

　
新
た
な
岸
壁
を
港
湾
計
画
に
位
置

づ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
県
、
唐
津

市
、
地
元
関
係
者
一
体
と
な
っ
て
取
り
扱
い

貨
物
量
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
港

湾
計
画
は
地
元
の
皆
さ
ん
の
頑
張
り
の
先
に

見
え
て
く
る
。
こ
れ
か
ら
も
国
や
唐
津
市
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
唐
津
港
の
発
展
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

問答 唐
津
港
の
整
備
に
つ
い
て

他の質問項目▶ 九州新幹線西九州ルート／園芸農業の振興／学校と地域が連携した人材育成

　
佐
賀
県
は
有
田
、
唐
津
、
伊
万

里
な
ど
の
陶
磁
器
文
化
を
は
じ

め
、
お
茶
や
日
本
酒
、
温
泉
な
ど
多
彩

な
文
化
観
光
資
源
に
溢
れ
、
ま
さ
に
日

本
文
化
が
凝
縮
さ
れ
た
地
で
あ
る
。

　
文
化
庁
の
「
本
物
の
日
本
文
化
を
体

験
す
る
観
光
拠
点
整
備
事
業
（
Ａ
Ｃ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
）」
等
に
も
採
択
さ
れ
今

後
の
展
開
を
期
待
し
て
い
る
が
、
佐
賀

が
誇
る
本
物
の
文
化
資
源
を
活
か
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
観
光
）

誘
客
に
つ
い
て
伺
う
。

　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
佐
賀
は

日
本
文
化
が
凝
縮
さ
れ
た
本
物
の
宝

庫
で
あ
り
、
文
化
の
奥
深
さ
、
日
本
的
な
和

の
美
し
さ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
強
み
。
佐

賀
は
世
界
で
こ
そ
独
自
の
輝
き
を
放
つ
と
確

信
し
て
お
り
、
磨
き
上
げ
・
進
化
が
必
要
。

　
有
田
は
海
外
か
ら
の
知
名
度
や
評
価
が
高

く
、
文
化
庁
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
採
択

さ
れ
た
「
世
界
の
文
化
創
造
拠
点
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｔ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
５
年
で
総
事
業
費
約

１２
億
円
の
大
型
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
有
田

の
町
全
体
を
生
き
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
し
、

世
界
の
文
化
層
が
訪
れ
た
い
文
化
創
造
拠
点

へ
と
進
化
さ
せ
、
佐
賀
の
食
や
自
然
、
各
地

の
文
化
資
源
を
繋
い
で
文
化
、
観
光
、
産
業

の
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
く
。

問答 佐
賀
が
誇
る
本
物
の
文
化
資
源
を

活
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
つ
い
て

他の質問項目▶ 有田町内山地区の無電柱化／地域大学振興に関するプラットフォーム事業／シベリア抑留

　
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
生
き

生
き
と
暮
ら
す
た
め
に
は
、
自
信

や
生
き
が
い
を
持
っ
て
働
き
、
社
会
参

画
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
障
害
福
祉
事
業
所
の
業
務
と
し
て
農

福
連
携
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
喜
ば

し
い
が
、
安
定
し
た
受
注
が
で
き
る
企

業
か
ら
の
内
職
な
ど
を
さ
ら
に
拡
大
し

て
い
く
余
地
も
あ
る
と
考
え
る
。

　
農
福
連
携
の
取
組
み
を
さ
ら
に
進
め

る
と
と
も
に
、
企
業
か
ら
の
受
注
機
会

を
拡
大
し
て
い
く
た
め
、
産
業
界
に
ア

プ
ロ
ー
チ
し
、
力
強
く
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
農
福
連
携
は
課
題
に
向
き
合
い
な

が
ら
、
更
に
取
組
み
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
農
作
業
は
難
し
い
が
、
製
品
梱
包

や
磨
き
上
げ
な
ど
の
作
業
が
得
意
な
方
も
お

ら
れ
、
そ
の
特
性
と
能
力
に
合
っ
た
活
躍
の

場
を
広
げ
る
こ
と
が
社
会
参
画
に
繋
が
る
。

そ
の
た
め
、
産
業
分
野
と
も
連
携
し
様
々
な

作
業
の
受
注
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
。

　
企
業
や
官
公
庁
と
障
害
福
祉
事
業
所
と
を

繋
ぐ
窓
口
設
置
に
加
え
、
令
和
８
年
１
月
に

は
産
業
労
働
部
と
連
携
し
、
障
害
福
祉
事
業

所
と
企
業
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

イ
ベ
ン
ト
を
機
に
具
体
的
な
受
発
注
に
繋
が

る
よ
う
、
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

問答 障
害
福
祉
事
業
所
の
受
注
拡
大

に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

他の質問項目▶ 東京佐賀県人会／九州新幹線西九州ルート／クリーク整備の次期対策
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武
藤 

明
美 

議
員

日
本
共
産
党

佐
賀
市
選
出

質
問
の
様
子

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
は
す
で
に

現
物
給
付
方
式
に
な
っ
て
い
る
。

①
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
は
令
和

８
年
１１
月
か
ら
現
物
給
付
方
式
に
移
行

す
る
。
県
の
財
政
支
援
を
ぜ
ひ
お
願
い

し
た
い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
も

現
物
給
付
方
式
に
す
べ
き
で
は
。
身
体

が
不
自
由
な
人
が
何
度
も
役
所
に
通
う

手
続
き
は
負
担
が
重
い
。

①
現
物
給
付
方
式
は
、
市
町
へ
出
向

い
て
の
助
成
手
続
が
不
要
に
な
り
利

便
性
が
高
ま
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
移
行
に
伴
う
国
保
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
廃
止
は

国
へ
引
き
続
き
要
望
す
る
。
ま
た
、
県
の
財

政
支
援
は
現
在
市
町
が
実
施
し
て
い
る
医
療

費
助
成
へ
の
１
／
２
補
助
を
検
討
す
る
。

②
現
物
給
付
方
式
へ
の
見
直
し
を
望
む
声
が

あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

　
現
在
、
基
本
的
に
、
実
施
主
体
で
あ
る
全

市
町
が
現
物
給
付
方
式
に
見
直
し
た
い
と
い

う
方
向
性
で
一
致
し
、
佐
賀
市
が
中
心
と

な
っ
て
見
直
し
に
向
け
た
協
議
が
始
め
ら
れ

た
と
聞
い
て
い
る
。

　
県
と
し
て
は
、
市
町
間
の
協
議
の
内
容
を

踏
ま
え
、
医
師
会
や
審
査
支
払
機
関
と
の
調

整
に
協
力
し
て
い
く
。

問答 医
療
費
助
成
に
つ
い
て

他の質問項目▶ 佐賀駐屯地／九州佐賀国際空港の滑走路延長事業に係る環境影響評価／原子力行政／教育行政

青
木 

一
功 

議
員

自
由
民
主
党

佐
賀
市
選
出

定
松 

一
生 

議
員

自
由
民
主
党
ネ
ク
ス
ト
さ
が

杵
島
郡
選
出

質
問
の
様
子

質
問
の
様
子

　
近
年
、
外
国
人
の
急
増
に
伴
っ

て
、
国
内
各
地
で
外
国
人
問
題
が

顕
在
化
し
て
お
り
、
生
活
環
境
や
治
安

の
悪
化
を
懸
念
し
て
い
る
。

　
我
が
国
の
外
国
人
政
策
は
時
代
に
即

し
て
い
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
現

状
で
対
応
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
自
治
体
が
行
き
過
ぎ
た
外
国
人
政
策

を
進
め
よ
う
と
す
る
と
、
相
当
数
の
反

対
の
声
や
意
見
が
出
る
の
は
明
ら
か
。

混
乱
を
招
か
な
い
た
め
に
も
事
業
を
安

易
に
推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
知
事
の
外
国
人
政
策
の
考
え
に
つ
い

て
答
弁
を
お
願
い
す
る
。

　

人
を
大
切
に
す
る
基
本
理
念
の

下
、
み
ん
な
が
お
互
い
の
想
い
に
寄

り
添
い
、
し
ぜ
ん
に
支
え
合
う
佐
賀
ら
し
い

や
さ
し
さ
の
カ
タ
チ
「
さ
が
す
た
い
る
」
の

思
い
で
多
文
化
共
生
を
進
め
て
い
る
。

　
一
方
で
、
今
、
一
部
の
外
国
人
に
よ
る
違

法
行
為
な
ど
の
実
態
も
し
ば
し
ば
報
道
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
市
政
権
の
下
、
外
国

人
と
の
秩
序
あ
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
違
法
行
為
な
ど
に
毅
然
と
対
応
し
よ
う

と
す
る
国
の
姿
勢
は
評
価
し
て
い
る
。

　
佐
賀
県
は
引
き
続
き
日
本
人
と
外
国
人
が

互
い
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
自
然
と
支
え
合

う
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

問答

　
「
い
ち
ご
さ
ん
」
は
佐
賀
県
の

主
力
品
種
で
あ
る
が
、
近
年
、
秋

ま
で
続
く
高
温
に
よ
り
花
芽
形
成
が
遅

れ
、
需
要
期
の
１２
月
に
安
定
的
な
出
荷

が
で
き
な
い
、
苗
が
枯
れ
る
と
い
っ
た

声
も
あ
る
。「
い
ち
ご
さ
ん
」
の
高
い

収
量
性
と
い
っ
た
特
徴
を
最
大
限
に
引

き
出
す
た
め
、
高
温
へ
の
対
策
を
急
ぐ

必
要
が
あ
り
、
中
で
も
、※
株
冷
は
今

後
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
技
術
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。「
い
ち
ご
さ

ん
」
の
高
温
対
策
に
つ
い
て
県
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
県
は
こ
れ
ま
で
、
遮
光
資
材
に
よ

る
被
覆
や
苗
の
温
度
を
下
げ
る
紙

ポ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
、
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
り

栽
培
技
術
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
近
年
の
高
温
傾
向
が
今
後
も

続
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
育
苗
時
の
高
温

対
策
に
加
え
、
株
冷
を
基
本
技
術
と
し
た
栽

培
を
普
及
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
株
冷
処
理
の
さ
ら

な
る
周
知
や
、
課
題
に
応
じ
た
具
体
的
な
取

組
計
画
を
策
定
し
、普
及
を
す
す
め
て
い
く
。

問答
※
株
冷

　

果
実
の
も
と
と
な
る
花
芽
の
形
成
促
進

の
た
め
、
育
苗
期
に
苗
を
一
定
期
間
冷
蔵

庫
で
冷
や
す
こ
と

外
国
人
政
策
に
つ
い
て

い
ち
ご
の
生
産
振
興
に
つ
い
て

藤
崎 

輝
樹 

議
員

県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
市
選
出

質
問
の
様
子

　
佐
賀
県
に
お
い
て
も
、
ニ
セ
電

話
詐
欺
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
、
ロ
マ

ン
ス
詐
欺
が
多
発
し
、
匿
名
・
流
動
型

犯
罪
グ
ル
ー
プ
が
関
与
し
て
い
る
と
い

う
話
も
聞
き
、
そ
の
被
害
額
は
、
令
和

７
年
１０
月
末
現
在
で
２０
億
円
を
超
え
て

お
り
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

　
県
民
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
犯
罪

を
防
止
す
る
た
め
、
今
後
、
県
警
察
は

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

　
県
内
に
お
け
る
ニ
セ
電
話
詐
欺
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
、
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
の

被
害
額
は
、
令
和
７
年
１０
月
末
時
点
で
約
２０

億
３
０
０
０
万
円
で
あ
り
、
単
純
計
算
す
る

と
、
数
字
の
上
で
は
、
毎
日
約
６
６
０
万
円

ず
つ
が
騙
し
取
ら
れ
続
け
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
非
常
に
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

　
県
警
察
で
は
、
Ｘ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
各
地
の

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、
防
犯
講
話
の
機
会

な
ど
を
通
じ
た
、
最
新
の
犯
行
手
口
の
周
知

や
固
定
電
話
に
対
す
る
国
際
電
話
か
ら
の
着

信
を
停
止
さ
せ
る
申
請
の
呼
び
か
け
な
ど
の

ほ
か
、
被
害
発
生
直
前
で
の
阻
止
の
た
め
、

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
と

連
携
し
た
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
最
新
手
口
の
広
報
や
関
係
事

業
者
と
連
携
し
た
被
害
防
止
措
置
な
ど
、
幅

広
い
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問答 ニ
セ
電
話
詐
欺
等
の
防
止
に

向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て

他の質問項目▶ 佐賀新聞の県民世論調査の受け止め／交通事故防止に向けた取組み

他の質問項目▶ ３歳児健診における視覚スクリーニング検査／軍歴証明等／佐賀駐屯地との向き合い方

他の質問項目▶ ＳＡＧＡアリーナ／担い手への農地の集約／ノリの安定生産に向けた取組み／県立高校の再編整備

4202６.３ №６８202６.３ №６８  さが県議会だよりさが県議会だより



留
守 

茂
幸 

議
員

自
由
民
主
党

佐
賀
市
選
出

質
問
の
様
子

弘
川 

貴
紀 

議
員

自
由
民
主
党
ネ
ク
ス
ト
さ
が

伊
万
里
市
選
出

質
問
の
様
子

坂
口 

祐
樹 

議
員

自
由
民
主
党

鹿
島
市
・
太
良
町
選
出

質
問
の
様
子

下
田 

寛 

議
員

県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

鳥
栖
市
選
出

質
問
の
様
子

　
全
国
で
３
５
０
０
億
円
規
模
と

い
わ
れ
て
い
る
万
引
き
の
対
応
に

つ
い
て
、
店
舗
従
業
員
の
業
務
負
担
、

精
神
的
負
担
等
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う

に
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
い
、
生
活
環
境

や
社
会
的
要
因
を
持
つ
万
引
き
も
増
え

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
課
題
に
ど
の
よ

う
な
対
応
強
化
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
令
和
７
年
中
の
県
内
の
万
引
き
の

認
知
状
況
は
、
１０
月
末
時
点
で
５
３

４
件
、
被
害
額
は
約
５
８
５
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
被
疑
者
の
約
半
数
が
６５
歳
以
上
と
い

う
状
況
に
あ
る
。

　
事
業
者
等
が
警
察
へ
届
け
出
る
際
の
負
担

軽
減
に
関
す
る
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
取
締

り
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
万
引
き
を
軽
視

す
る
風
潮
を
払
拭
し
、
万
引
き
を
許
さ
な
い

機
運
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
県
警
察
で
は
、
事
業
者
等
か
ら
届
出
を

受
け
た
際
は
、
迅
速
か
つ
厳
正
な
対
応
を
講

じ
て
い
る
。ま
た
、関
係
団
体
等
と
連
携
し
、

店
舗
内
の
巡
回
や
万
引
き
は
犯
罪
で
あ
る
こ

と
を
啓
発
す
る
取
組
み
を
講
じ
て
い
る
。

　
高
齢
被
疑
者
に
つ
い
て
は
、
検
挙
後
、
当

人
が
自
活
能
力
に
著
し
く
欠
け
る
場
合
な

ど
、
個
別
の
状
況
に
応
じ
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
と
連
携
す
る
等
の
対
応
を
講
じ
て

い
る
。

問答 万
引
き
対
策
に
つ
い
て

他の質問項目▶ ファクトチェック／新たな佐賀県立高等学校入学者選抜制度

　
西
九
州
新
幹
線
の
整
備
に
は
光

と
影
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
県
民
の

理
解
が
必
要
。
私
の
地
元
で
は
振
興
策

の
こ
と
で
あ
り
、
長
崎
本
線
上
下
分
離

区
間
の
利
便
性
確
保
、
国
道
４
９
８
号

鹿
島
武
雄
間
の
整
備
、
有
明
海
沿
岸
道

路
の
延
伸
、
肥
前
鹿
島
駅
周
辺
整
備
、

そ
し
て
有
明
海
の
再
生
で
あ
る
。
県
は

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
今
後
も
長
崎
本
線
の
利
便
性
確
保

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｊ
Ｒ�

九
州
の
協
力
を
得
て
、
市
町
と
一
緒
に
着
実

に
取
り
組
む
。
沿
線
の
除
草
は
安
全
を
第
一

に
、
地
元
に
寄
り
添
い
な
が
ら
検
討
す
る
。

国
道
４
９
８
号
鹿
島
武
雄
間
の
整
備
は
、
具

体
の
ル
ー
ト
検
討
の
課
題
を
沿
線
３
市
と
共

有
し
た
。
有
明
海
沿
岸
道
路
の
延
伸
は
鹿

島
・
太
良
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
生
か
さ

れ
る
よ
う
、
ま
ず
は
事
業
中
区
間
を
進
め
、

一
日
も
早
い
効
果
発
現
に
努
め
る
。
肥
前
鹿

島
駅
周
辺
整
備
で
は
鹿
島
・
太
良
の
宿
に
宿

泊
し
て
楽
し
め
る
新
し
い
形
の
旅
「
沿
線
え

き
や
ど
」
を
提
案
し
た
り
、
自
発
の
地
域
づ

く
り
を
強
力
に
後
押
し
す
る
。
有
明
海
の
再

生
は
、
二
枚
貝
の
増
養
殖
技
術
の
開
発
や
漁

場
環
境
の
改
善
な
ど
に
取
り
組
む
と
共
に
、

漁
協
が
国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
事
業
に
対

し
、
技
術
的
助
言
や
、
基
金
で
の
漁
業
振
興

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問答 西
九
州
新
幹
線
に
つ
い
て

他の質問項目▶ 長崎本線の利便性確保／国道４９８号鹿島武雄間／有明海沿岸道路延伸／肥前鹿島駅周辺整備／有明海の再生

　
令
和
１１
年
に
「
全
国
図
書
館
大

会
」
が
本
県
で
開
催
さ
れ
る
が
、

図
書
館
は
教
育
や
文
化
、
情
報
、
地
域

に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
そ
の

中
核
を
担
う
の
が
司
書
だ
と
考
え
る
。

佐
賀
県
の
読
書
環
境
の
向
上
に
む
け
て

の
こ
れ
ま
で
の
政
策
は
評
価
す
る
一
方

で
、
多
く
の
司
書
は
非
正
規
職
員
で
あ

り
図
書
館
勤
務
の
継
続
が
難
し
い
な
ど

厳
し
い
現
状
と
「
司
書
県
さ
が
」
と
い

う
言
葉
の
乖
離
を
感
じ
る
。

　
「
司
書
県
さ
が
」
を
目
指
す
う
え
で
、

県
内
の
司
書
の
現
状
と
今
後
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
本
と
人
を
つ
な
ぐ
司
書
は
、
人
生

の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
も
い
え
る
存
在

で
あ
り
、
県
民
が
身
近
に
本
に
触
れ
る
環
境

づ
く
り
も
司
書
の
活
躍
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
県
内
の
図
書
館
勤
務
司
書
か
ら
は
、
学
び

の
機
会
や
司
書
同
士
の
情
報
交
換
・
交
流
の

場
が
欲
し
い
等
の
声
が
届
い
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
県
で
は
「
司
書
の
集
い
」
の
開
催

や
リ
ー
ダ
ー
司
書
に
よ
る
市
町
立
図
書
館
へ

の
巡
回
訪
問
等
を
通
し
て
図
書
館
の
垣
根
を

越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
今
後
も
、
各
市
町
と
協
力
し
な
が

ら
司
書
が
誇
り
を
も
っ
て
活
躍
す
る
「
司
書

県
さ
が
」
を
目
指
し
た
い
。

問答 「
司
書
県
さ
が
」
に
つ
い
て

他の質問項目▶ これからの野球界／衛星インターネットサービスの活用

　
県
道
前
原
富
士
線
は
、
佐
賀
・

福
岡
両
県
を
縦
に
つ
な
ぐ
重
要

な
県
道
で
あ
る
が
、
未
整
備
区
間
に
お

い
て
は
幅
員
が
狭
い
上
に
カ
ー
ブ
が
多

く
、
冬
季
に
は
交
通
規
制
も
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
現
状
。
現
在
の
交
通
量
は

少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
域
住
民

の
生
活
環
境
の
向
上
、
地
域
経
済
の
活

性
化
、
災
害
時
の
避
難
路
や
緊
急
輸
送

路
等
の
役
割
な
ど
の
効
果
を
総
合
的
に

勘
案
し
て
整
備
推
進
す
る
必
要
が
あ

り
、
特
に
未
整
備
で
あ
る
長
野
峠
区
間

は
ト
ン
ネ
ル
化
に
関
す
る
整
備
方
針
を

早
急
に
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

２
０
２
６
年
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州

で
は
波
戸
岬
周
辺
を
ス
タ
ー
ト
に
、

唐
津
の
素
晴
ら
し
さ
を
堪
能
し
て
糸
島
を
通

り
、
福
岡
天
神
へ
と
向
か
う
ル
ー
ト
を
考
え

て
お
り
、
こ
の
大
会
に
よ
り
糸
島
を
結
ぶ
人

の
流
れ
を
さ
ら
に
唐
津
、
呼
子
へ
と
つ
な
ぐ

新
た
な
横
軸
を
生
み
出
す
。
議
員
提
案
の
長

野
峠
区
間
の
ト
ン
ネ
ル
は
人
や
物
の
流
れ
を

縦
に
つ
な
げ
る
新
た
な
ル
ー
ト
だ
が
、
多
額

の
財
政
負
担
を
伴
い
、
両
県
の
想
い
が
合
致

し
た
と
き
に
実
現
で
き
る
も
の
。
将
来
的
に

夢
の
あ
る
縦
の
ル
ー
ト
と
し
て
福
岡
県
と
も

機
会
を
見
つ
け
て
話
を
し
て
み
た
い
。
自
分

も
通
る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
現
地
の
状
況

を
確
認
す
る
。

問答 佐
賀
と
福
岡
を
結
ぶ
県
道
前
原

富
士
線
の
ト
ン
ネ
ル
化
に
つ
い
て

他の質問項目▶ 知事の政治姿勢と令和８年度の予算編成／実効ある地方創生／九州新幹線西九州ルート／中山間地域の農業・農村振興
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　付託議案・請願１０件のうち、７件が原案可決、２件が同意、
請願１件が採択されました。

　付託議案１２件が原案可決されました。

【主な付託議案】
・・一般会計（補正）予算関係分
・・�地方自治法の一部改正に伴

う関係条例の整理に関する
条例

・・�波戸岬少年自然の家の管理
について

・・�教育委員会委員の任命について

【主な付託議案】
・・一般会計（補正）予算関係分
・・港湾整備事業特別会計補正予算
・・事務処理の特例に関する条例の一部改正
【主な質疑事項】
・・�「地域の」「地域による」「地域のための」地域交通を持続可能な

ものとするための取組みについて
・・道路維持について
・・歴史・文化資産のお城としての発信について
・・無電柱化事業について
� など

【主な質疑事項】
・・ＮＨＫ受信料について
・・�デジタルツールを用いた業務 

効率化について
・・県立大学について
・・�ＤＮＡ型鑑定不正問題につ

いて
� など

佐賀総合庁舎
佐賀県立大学（仮称）基本設計の

概要について

前田利家陣跡
新たに発掘された遺構の
調査状況について

【現地視察の様子】

【現地視察の様子】

常任委員会 及び 特別委員会

　付託議案８件が原案可決されました。

【主な付託議案】
・・一般会計（補正）予算関係分
・・公立学校職員給与条例等の一部改正
・・世界海洋プラスチックプランニングセンターの管理について
【主な質疑事項】
・・子育て支援について
・・ＩＣＴ活用教育について
・・介護現場の働きやすい職場づくりの支援について
� など 社会福祉法人旭福祉会 

日新こども園好生館分園きらら
医療的ケア児や外国籍の児童の受入れについて

【現地視察の様子】

　付託議案７件が原案可決されました。

【主な付託議案】
・・一般会計（補正）予算関係分
・・県営土地改良事業に対する市町の負担について
・・請負契約の変更について
【主な質疑事項】
・・農業用機械に係る大型特殊自動車免許の取得について
・・産業ＤＸ推進及びスタートアップ支援の取組みについて
・・森林・林業の振興について
・・ノリ養殖の安定生産に向けた取組みについて
� など

株式会社橋本農園
県外からの農業参入による

大規模施設野菜生産の取組みについて

【現地視察の様子】

地
域
交
流・

県
土
整
備

常
任
委
員
会

12
月
10
日

農
林
水
産
商
工

常
任
委
員
会

12
月
10
日

文
教
厚
生

常
任
委
員
会

12
月
10
日

総
務

常
任
委
員
会

12
月
９
日

12
月
10
日

二次元コードから映像配信ページにアクセスし、各委員会の様子をご覧になれます!
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◆全国都道府県議会議長会から� �
� 表彰を受けました　　　
　�　令和７年中に在職３０年及び在職１０年を迎えた議員が
全国都道府県議会議長会から表彰されました。

　【３０年】　石井秀夫議員、武藤明美議員、木原奉文議員
　【１０年】　池田正恭議員、野田勝人議員、西久保弘克議員

　１２月１２日に委員会が開催され、執行部に対する審議が
行われました。

【主な質疑事項】
・・学食、売店、部室を設置しない理由や設置検討の余地
・・オールジェンダートイレを設置する理由や利用者の負担感
・・「地域構想推進プラットフォーム」の概要や県が目指す姿
・・�教員確保に係る募集分野とスケジュール、給与などの雇

用条件
� など

【質疑の様子】

　１１月５日から１７日まで決算特別委員会を開催し、「令和６年度佐賀県歳入歳出決算の認定について」、「令和６年
度佐賀県工業用水道事業決算の認定について」以上２件の議案が審査され、いずれの議案も賛成者多数又は全会一
致で認定されました。

決算特別委員会の決算審査概要
委員長 副委員長 委　員

坂口　祐樹 定松　一生 武藤　明美、石倉　秀郷、木原　奉文、弘川　貴紀、江口　善紀、中村　圭一
藤崎　輝樹、一ノ瀬　裕子、木村　雄一、青木　一功、桃崎　祐介、石丸　太郎

【主な審議内容】
総務常任委員会関係
・・県立大学の建設費の見通しなどの県民の不安解消に向けた取組み
・・私立学校や私学団体への支援の取組み
・・自主財源の確保や効率的な予算執行による歳出不用額の縮減の取組み　　など
文教厚生常任委員会関係
・・「さがすたいる」の想いが広まるための普及啓発の取組み
・・高齢者福祉施設などの実効性の高い感染症対策の強化の取組み
・・ＩＣＴツールを活用した持続可能な特別支援学校のスクールバス運行の取組み　　など
農林水産商工常任委員会関係
・・新たな産業用地の確保の取組み
・・東部工業用水道事業の早期の給水料金の見直しや適切な設備更新の取組み
・・農福連携による農業者と福祉事業所の双方の課題や不安を克服する取組み　　など
地域交流・県土整備常任委員会関係
・・地域交通の持続可能な運行に向けての関係者と連携した取組み
・・伊万里港におけるコンテナ助成制度の活用や臨港道路の４車線化などの取組み
・・佐賀城公園の本物の価値やポテンシャルを活かした公園整備の取組み　　など

◀
前
列
左
か
ら
、３０
年
表
彰
を
受
け
た

　
武
藤
議
員
、石
井
議
員
、木
原
議
員
と

　
後
列
左
か
ら
宮
原
議
長
、八
谷
副
議
長

決算特別委員会の映像▶

高
等
教
育
機
関

問
題
対
策
等

特
別
委
員
会

12
月
12
日
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見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を

採
用
し
て
い
ま
す
。

「
さ
が
県
議
会
だ
よ
り
」の

次
号
は
、６
月
１
日
発
行
で
す
。

◆�横田拓也氏・飯塚耕一郎氏を迎え� �
「拉致問題を考える県民の集い」を開催しました
　�　佐賀県議会では、北朝鮮による拉致問題の全容解明と
一日も早い拉致被害者の救出を支援することを目的とし
て、有志により議員連盟を設立し、活動を行っています。
　�　この度、令和８年１月１７日にメートプラザ佐賀におい
て、佐賀県及び救う会佐賀などとの共催で県民の集いを
開催しました。

◆国際交流推進議員連盟が「韓国公州市」を訪問しました
　�　韓国公州市は、唐津市加唐島で生誕したと言われている百済※２５代王「武

ぶ
寧
ねい
王」の時代に

首都（熊津）があった場所で、子の聖明王は日本に仏教を伝えたことで知られています。
　�　公州市とは唐津市の民間団体が加唐
島で武寧王の生誕祭を開催するなど�
相互交流が続いており、公州市議会を
表敬訪問するとともに、公州市武寧王
ネットワーク協議会の代表で国立公州
大学校名誉教授の尹

ユン
龍
ヨン
爀
ヒョク
氏と今後の�

交流の在り方について意見交換を行い
ました。

※百
くだら
済（３４６年－６６０年）

　朝鮮三国時代の国の一つ。
　�よく知られる「白村江の戦い」で、百済は唐・新羅の連合軍に倭国（当時の日本）
と共に敗れたが、基山町の「基

き

肄
い

城
じょう

」などの古代山城は百済人技術者が築城
を指導したといわれる。

詳しくは
こちら

▲唐津市加唐島の
　武寧王生誕地記念碑

▲武寧王の胸像

▲横田拓也氏

▲飯塚耕一郎氏

◀議員連盟
　石倉会長

講 演

挨 拶

詳しくは
こちら

佐賀大学佐賀大学のの学生学生とのとの意見交換会意見交換会を開催しましたを開催しました
　佐賀県議会では、県民の皆さんに対して開かれた県議会を目指し、令和７年１２月に佐賀大学の学生 

（１７名）と県議会議員（１２名）との意見交換会を開催しました。
　学生の皆さんからは、「人生で一度は佐賀県に。」「１％ ｆｏｒ ＡＲＴ→１％ ｆｏｒ ＣＵＬＴＵＲＥ」「住みよい
佐賀県の実現に向けた若者視点からの提案」「佐賀県をもっと盛り上げるためには －Ｉｎｓｔａｇｒａｍで 
佐賀再興－」の４つの提案をしていただきました。
　様々なテーマで、学生の視点
から佐賀県についての意見を 
聞く貴重な機会となりました。

意見交換会の様子

8202６.３ №６８202６.３ №６８  さが県議会だよりさが県議会だより


